
日本の生物多様性を回復基調に導く
社会変革を地域から起動する活動リポート

6月18日、イヌワシが飼育小屋から飛び立つ瞬間の様子

で
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
31
日
に
は
「
イ
ヌ
ワ
シ
野
生
復
帰

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
取
り
組
み
の

進
捗
と
、
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
生
息

環
境
を
再
生
す
る
意
義
を
発
信
し
ま
す
。

地
域
産
業
と
の
好
循
環

　

イ
ヌ
ワ
シ
が
狩
り
を
す
る
に
は
開
け
た

環
境
が
必
要
で
す
。
イ
ヌ
ワ
シ
の
狩
場
を

創
出
す
る
た
め
に
伐
採
し
た
木
材
を
地
域

産
業
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
進
ん
で
い

ま
す
。
南
三
陸
で
は
、
仙
台
市
内
に
建
設

す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
み

な
か
み
町
で
は
「
イ
ヌ
ワ
シ
木
材
」
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
ま
す
。
広
葉
樹
材

は
町
内
小
学
校
の
机
の
天
板
に
、
ア
カ
マ

ツ
材
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
内
装
な
ど
に
活

用
さ
れ
、
小
径
木
や
端
材
は
積
み
木
や
薪

と
し
て
販
売
さ
れ
る
な
ど
、
町
内
で
の
活

用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
群
馬
県
内

事
業
者
に
よ
っ
て
ウ
ク
レ
レ
、
経
木
な
ど

に
利
用
さ
れ
、
高
崎
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

へ
の
利
用
予
定
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ヌ
ワ
シ
を
守
る
こ
と
が
地
域
で
新
た

な
価
値
を
生
み
、
さ
ら
に
保
全
を
進
め
る

力
と
な
る
好
循
環
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生
息
地
の
保
全
・
再
生

　

こ
れ
ま
で
、
環
境
省
の
イ
ヌ
ワ
シ
保
護

増
殖
事
業
や
、
生
物
多
様
性
の
保
全
を
重

視
す
る
国
有
林
の
森
林
管
理
な
ど
、
国
行

政
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

群
馬
県
み
な
か
み
町
、宮
城
県
南
三
陸
町
、

長
野
県
浅
間
山
周
辺
で
の
生
息
環
境
再
生

を
さ
ら
に
推
進
し
、
全
国
の
イ
ヌ
ワ
シ
生

息
地
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

南
三
陸
イ
ヌ
ワ
シ
野
生
復
帰

　

宮
城
県
南
三
陸
地
域
で
は
、
南
三
陸
地

域
イ
ヌ
ワ
シ
生
息
環
境
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
協
議
会
と
協
働
で
、
10
年
以
上
に
わ

た
る
生
息
環
境
再
生
の
成
果
を
基
盤
に
、

日
本
初
と
な
る
動
物
園
生
ま
れ
の
イ
ヌ

ワ
シ
の
野
生
復
帰
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
６
月
18
日
に
放
鳥
し
た
個
体

は
、
直
後
か
ら
想
定
以
上
の
距
離
を
移
動

し
、
当
初
予
定
し
て
い
た
給
餌
を
ほ
と
ん

ど
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
約
３
週
間
後
に

は
自
力
で
子
鹿
を
見
つ
け
て
食
べ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
中
旬
以

降
は
一
定
の
場
所
に
定
着
し
て
お
り
、
土

地
管
理
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
当
面
の

間
は
必
要
に
応
じ
て
給
餌
を
行
い
、
野
生

イヌワシの舞う日本の森を未来へ
狩場創出で伐採した木材の活用も進んでいます
イヌワシの生息数は全国でわずか500羽ほど、
200つがいと推定されていますが、繁殖成功率
が低く、各地でつがいの消失が続いています。
NACS-Jは皆さまのご支援を受け、イヌワシが
狩りをできる森林や草地の保全・再生を進めて
きました。これまでの成果と、国内のイヌワシ
の生息状況が一層悪化していることを踏まえ、
現在、「生息地の保全・再生」「野生復帰技術
の確立」「地域産業との好循環」の3つを柱に
展開している取り組みについて紹介します。
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イヌワシを守るために伐採した木が、建
物や楽器、積み木に生まれ変わり、多く
の人の手元に届き始めています。自然保
護活動で生まれる利益や応援が、再び地
域の自然保護につながる。そんな好循環
を日本各地に広げます。

南三陸イヌワシ野生復帰フォーラム
「イヌワシが舞う南三陸を未来へ

─野生復帰と地域のネイチャーポジティブ」
日時：10月 31日（土）15時～ 17 時 30 分
場所：スポーツ宿泊施設南三陸町平成の森
           （宮城県南三陸町）
参加費：無料
詳細はウェブサイトをご確認ください。
https://inuwashi-again.com/

❶放鳥したイヌワシが野生のシカがいる牧草地を飛ぶ様子（7月。写真：井上剛彦）。「INUWASHI AGAIN／南三陸イヌワシ野生復帰プロジェク
ト」のウェブサイトにて動画公開中（https://inuwashi-again.com/news/houtyuou2026）／❷みなかみ町の「イヌワシ木材」のブランドロゴ／
❸「イヌワシ木材」を使用したウクレレ（三ツ葉楽器株式会社）と積み木「森のカケラ」（株式会社plower）／❹みなかみ町の小学校で利用が
始まった町産材の椅子と机。机の天板は卒業時にプレゼントされる／❺南三陸のイヌワシ保全につながる木材を活用したマンション共用部（ザ・
パークハウス グラン 仙台広瀬町／三菱地所レジデンス株式会社）＊完成予想CGは、計画段階の図面を基に描き起こしたもので実際とは異なります／❻長
野県浅間山周辺で、イヌワシの狩場創出のために伐採されたカラマツ人工林




